
文教厚生常任委員会が行政視察

根室市議会・文教厚生常任委員会（鈴木一彦委員長）は、７月２５日から２８日にかけ

て、『子育て支援』をテーマに行政視察を行いました。
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あ

わ
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産

み
だ

す

日
本
共
産
党

今
期
の
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
は
、
『
少
子
高
齢
化
対

策
』
を
重
要
テ
ー
マ
に
位
置

づ
け
て
調
査
研
究
、
議
論
な

ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
視
察
も
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
、
『
子
育
て
支

援
』
で
す
ぐ
れ
た
施
策
を
展

開
し
て
い
る
２
つ
の
自
治
体

を
選
び
ま
し
た
。

岡
山
県
・
奈
義
町

『
子
育
て
応
援
宣
言
』

奈
義
町
は
岡
山
県
東
北
部

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
『
平
成

の
大
合
併
』
の
と
き
に
は
住

民
投
票
を
行
い
、「
単
独
町
制
」

を
決
定
。
自
衛
隊
日
本
原
駐
屯

地
と
広
大
な
演
習
場
を
抱
え

て
い
ま
す
。
面
積
は
６９
・
５２㎢

（
東
西
約
９
㎞
南
北
１０
㎞
）
、

人
口
６
，
１
８
２
人
。

奈
義
町
で
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
定

住
促
進
の
た
め
の
住
宅
施
策
、

就
労
の
場
の
確
保
施
策
、
子
育

て
支
援
施
策
に
取
り
組
み
、
今

後
も
現
在
の
人
口
数
を
維
持

す
る
こ
と
を
目
標
に
定
め
ま

し
た
。

住
宅
施
策
で
は
分
譲
地
の

整
備
、
賃
貸
住
宅
の
整
備
（
特

に
若
者
向
け
）
を
行
い
、
入
居

率
は
１
０
０
％
。
就
労
施
策
で

は
企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
、

１９
の
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と

に
成
功
。
子
育
て
支
援
で
は
高

校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

の
ほ
か
様
々
な
経
済
的
支
援

を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
平
成
２６
年
に
は
合
計
特

殊
出
生
率
２
・
８
１
を
達
成

し
、
現
在
も
２
以
上
を
維
持
。
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町
で
は
合
計
特
殊
出
生
率

２
・
８
１
達
成
の
カ
ギ
を
「
安

心
感
」
と
述
べ
ま
す
。
つ
ま

り
、
『
子
育
て
の
負
担
が
軽
く

な
っ
て
安
心
』
（
町
が
出
生
か

ら
大
学
卒
業
ま
で
経
済
的
支

援
）
『
子
育
て
の
悩
み
相
談
が

で
き
て
安
心
』
（
チ
ャ
イ
ル
ド

ホ
ー
ム
を
中
心
に
様
々
な
人

と
）
『
町
の
み
ん
な
が
子
育
て

を
応
援
し
て
く
れ
て
安
心
』

（
登
下
校
の
見
守
り
、
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）

『
住
む
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
安

心
』
（
若
者
住
宅
、
グ
リ
ー
ン

ビ
レ
ッ
ジ
奈
義
な
ど
）
な
ど

で
す
。
ま
た
、
『
奈
義
町
子
育

て
応
援
宣
言
』
を
明
文
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
全
体

で
支
え
る
体
制
を
構
築
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

島
根
県
・
邑
南
町

『
日
本
一
の
子
育
て
村
構

想
』邑

南
町
は
、
島
根
県
中
央

部
の
山
間
に
あ
る
自
然
豊
か

な
町
で
す
。
『
平
成
の
大
合

併
』
で
２
町
１
村
が
合
併
し

て
誕
生
。
面
積
は
４
１
９
・
２９

㎢
（

山
林
が
８６
％
）
、
人
口

１１
，
２
８
８
人
。

邑
南
町
で
は
人
口
の
「
右

肩
下
が
り
」
に
危
機
を
感
じ
、

『
攻
め
（
Ａ
級
グ
ル
メ
構
想
）

と
守
り
（
日
本
一
の
子
育
て

村
）
の
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
結

果
、
平
成
２６
年
に
合
計
特
殊

出
生
率
２
・
０
７
を
達
成
、

人
口
の
社
会
動
態
が
３
年
連

続
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
目
玉
施
策

は
、
中
学
卒
業
ま
で
医
療
費

が
無
料
・
保
育
料
第
２
子
目

以
降
完
全
無
料
に
加
え
安
心

な
医
療
体
制
（
２４
時
間
救
急

受
付
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ

る
救
急
対
応
）
、
病
児
保
育
の

実
施
、
学
校
図
書
室
の
充
実
、

地
元
県
立
高
校
へ
の
支
援

（
保
護
者
の
負
担
軽
減
と
生

徒
へ
の
学
習
支
援
）
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
村
推
進
本
部
の
評

価
に
よ
る
と
、
経
済
的
な
負

担
軽
減
の
制
度
は
充
分
と
し

次
は
、
『
子
育
て
村
構
想
が
掲

げ
る
理
念
「
地
域
で
子
育
て
」

を
実
践
、
日
本
一
の
子
育
て

村
を
住
民
が
実
感
で
き
る
町

に
』
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
子
育
て
支

援
ポ
イ
ン
ト
付
与
制
度
＝
子

育
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

だ
け
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま

り
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は

１
ポ
イ
ン
ト
１
円
と
し
て
町

内
の
お
店
で
買
い
物
に
利
用

で
き
る
と
い
う
制
度
と
、
「
地

域
学
校
」
の
実
践
＝
地
域
の

力
を
結
集
し
、
身
近
な
素
材

を
生
か
し
て
、
地
域
の
思
い

や
願
い
を
、
体
験
活
動
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

い
く
事
業
で
あ
り
、
町
内
の

１２
地
区
ご
と
に
あ
る
公
民
館

で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

根
室
市
も
、
中
学
卒
業
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
や
給
食

費
の
援
助
な
ど
、
子
育
て
支

援
が
充
実
し
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
今
回
の
視
察
を
参
考
に
、

さ
ら
な
る
制
度
の
充
実
と
、

地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
常

任
委
員
会
と
し
て
も
研
究
を

深
め
、
行
政
に
提
案
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


